
水道料金・下水道使用料改定（案）説明会 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今ある水道・下水道をこれからも使い続けるために 

 

 

■令和８年３月１６日（月） 山部福祉センター 研修室 

■    ３月１７日（火） 富良野市複合庁舎 文化会館会議室Ａ 

■    ３月１８日（水） 東山公民館    研修室 

 

 

富良野市建設水道部上下水道課  



 

【水道・下水道施設の老朽化と耐震化の現状】 
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40年以上経過, 
23.09%

30～39年経過, 
25.98%20～29年経過, 

32.88%

10～19年経過, 
12.34%

10年未満, 
5.71%

上水道管路経過年数割合

布設から法定耐用年数の 40 年を経過した上水道管路

の割合です。 

総延長約 153 ㎞のうち、約 35 ㎞が法定耐用年数を経

過しています。 

 

施設名 供用開始年月 管路総延長 

上水道  昭和 39年 11月 153,537ｍ 

施設名 供用開始年月 管路総延長 

富丘地区  昭和 35年 ８月 12,223ｍ 

東山市街地地区  昭和 56年 1月 6,039ｍ 

島の下地区  昭和 58年 １月 4,803ｍ 

山部市街地地区  昭和 58年 12月 12,995ｍ 

学田地区  昭和 62年 １月 14,253ｍ 

布部市街地地区  平成 ２年 １月 4,914ｍ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

布設から法定耐用年数の 50年を経過した下水道管渠は、まだありません。 

しかし、20年後には、約 58㎞（53.71％）が 50年の法定耐用年数を経過します。 

水道・下水道は、地域社会の生活及び経済活動を支える極め

て重要なライフラインです。事故や断水が起きる前に、計画

的な更新が必要です。 

 

処理区 供用開始年月 汚水管延長 

富良野処理区  平成 ２年 ７月 95,668ｍ 

山部処理区  平成 14年 10月 12,075ｍ 

40年以上経過, 
8.04%

30～39年経過, 
45.67%

20～29年経過, 
41.00%

10～19年経過, 
4.25%

10年未満, 1.04%

下水道管渠経過年数割合



【更新を先送りした場合のリスク】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本管漏水・断水事故 汚水の逆流・溢水 
道路陥没 

災害時の復旧遅延 

事故が起きてから対応する「事後対応型」になり、結果的
に多額の復旧費用が必要になるとともに地域の生活や経済
への影響が大きくなります。 



【必要となる更新・耐震化事業費と財政見通し】 

■富良野市の人口推移の見込み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 
総合計画

推計人口 

Ｒ２（2020） 20,914 

Ｒ７（2025） 18,895 

Ｒ12（2030） 16,962 

Ｒ17（2035） 15,126 

Ｒ22（2040） 13,316 

Ｒ27（2045） 11,644 

Ｒ32（2050） 10,084 

Ｒ37（2055） 8,264 

Ｒ42（2060） 7,288 

Ｒ47（2065） 6,071 

 

富良野市の人口は、急速に減少しています。これに伴い水
道料金・下水道使用料は大きく減収する見込みとなってい
ます。 



 減少する収入      増大する維持経費・更新費用  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上下水道事業は、料金・使用料で経費を賄う『独立採算制』が原則です。 

  
現在の料金・使用料水準では利益を確保できず、健全な経

営、施設・設備の維持が困難となるため、早急に経営改善

を図る必要があります。 

人口減少に伴い水道料金・下水道使用

料収益は減少する見込みです。 

物価高騰による維持経費の増大、老朽化

施設の更新・耐震化に係る費用の増大。 



 ■料金・使用料の改定概要  

【適切な水道料金・下水道使用料のあり方について】 

【料金・使用料の改定率について】 

■水道料金・下水道使用料 一律２０％改定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

水道料金、簡易水道料金・下水道使用料について、使用量の多少にかかわらず、広くご負担をお

願いすることで、一部の使用者に極端な負担が生じないよう配慮するとともに安定した事業運

営を図るため、一律 20％の改定を予定しています。用途や基本水量に変更はありません。 
 

水 道 

 

下水道 



■モデルケース別の月額差額例 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※福祉用：生活保護世帯や高齢者世帯、母子・父子家庭等で、かつ非課税世帯について申請行為により減額しています。 

基本料金・使用料：45％減額  超過料金・使用料：20％減額  

一般用① 
使用水量：月 20㎥ 

水道 

4,114円 → 4,939円 
下水道 

3,542円 → 4,312円 

合計 

7,656円 → 9,251円 

差額月額：+1,595円 

営業用 
使用水量：月 50㎥ 

水道 

12,397円 → 14,960円 
下水道 

 9,482円 → 11,572円 

合計 

21,879円 → 26,532円 

差額月額：+4,653円 

福祉用※ 
使用水量：月 8㎥ 

水道 

 810円 →  974円 
下水道 

 641円 →  774円 

合計 

1,451円 → 1,748円 

差額月額：+297円 

一般用② 
使用水量：月 30㎥ 

水道 

 6,314円 → 7,579円 
下水道 

 5,522円 → 6,732円 

合計 

 11,836円 → 14,311円 

差額月額：+2,475円 



【料金・使用料改定で実現すること】 

料金・使用料の改定により「経営の安定」を図ることで、次のような取組が

可能になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■計画的な更新 

本管漏水調査の実施、事故や断水

の未然防止、老朽化した上下水道

施設の計画的な更新の実施 

 

■災害に強い街づくり 

上下水道施設、管路・管渠の耐震化

により、災害時における機能の維

持 

■安心・安全を次世代へ 

将来にわたり安心・安全な水の供

給、公共用水域の環境維持 



【これまでの経過・今後のスケジュール】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年４月 

上下水道各事業 

経営戦略改定 

令和７年 12月 24日 

上下水道事業 

経営審議会から答申 

令和７年８月 27日 

上下水道事業 

経営審議会に諮問 

令和８年２月 

水道料金・下水道使用料

改定方針の決定 

令和８年 

３月 10日～３月 29日 

パブリックコメント 

（意見募集）期間 

令和８年 

３月 16日～３月 18日 

水道料金・下水道使用料 

改定(案)説明会 

令和８年４月中旬 

意見検討結果の公表 

令和８年６月 

市議会定例会へ 

条例一部改正を提案 

令和９年１月１日 

改正条例施行 

令和９年２月請求分から 

新料金・使用料の 

適用開始 



 ■使用者のみなさまへ 

「今ある水道・下水道を、これからも使い続けるため」の改定です。 

物価高騰が続く中、使用者の皆さまにご負担をお願いすることは大変心苦しい限りです。 

 

しかしながら、今ここで必要な経営改善に取り組まなければ、将来の世代により大きな負

担やリスクを先送りすることになります。 

 

将来にわたり安心・安全な水の供給を確保し、公衆衛生の向上と生活環境の保全を維持

していくため、水道料金及び下水道使用料の改定（案）につきまして、皆さまのご理解と

ご協力を賜りますようお願い申し上げます。 


